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そ して,そ のことが,モ スリン友禅が海外へ
の輸出を実現するきっかけをつくり,また機
械化を遅らせる要因にもなった。
明治期以降,絹 織物の機械化は比較的小規
模なかたちで進められた。一方,モ スリンの
国内生産は,まず友禅加工の技術が次いで無
地染めの技術が開発され最後に紡織の設備が
整う,と いったように,ま るでその製造工程
を遡るような道のりをたどる。 このふたつの
素材の歩みには,それぞれに,近代の日本の
染織産業がおかれた状況を読み取ることがで
きる。そして型友禅は,こ の二つの流れが交
わっていたほんの短い期間だけ,活力をもっ
た生 きた技法であることができたのではない
だろうか。
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